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 本研究では，時間反転対称性の破れを意味する原子の永久電気双

極子能率（EDM）の発見を目指し，129Xe 原子核スピンメーザーを用

いた長時間の核スピン歳差運動測定による EDM の精密測定を行う．	
 

	
 これまで，長期的な外部磁場の変動に起因する EDM の擬信号を補

正するため，3He 原子を 129Xe 原子と同時に核スピンメーザー発振

させ磁場変動のモニターを行う 3He 共存磁力計の開発を行ってきた．

さらに，129Xe 原子と偏極 Rb 原子との接触相互作用による核スピン

歳差周波数の変動を抑制するため，従来同じ箇所で行っていた偏極

生成と核スピンメーザー発振を分離するダブルセル形状を採用し

た．現在，従来型セルにおいては 129Xe/ 3He 同時核スピンメーザー

発振に成功している．ダブルセルにおいては 129Xe 原子単独での核

スピンメーザー発振は確立しているが，3He 原子の核スピンメーザ

ー発振は実現しておらず課題となっている．	
 

	
 今回，ダブルセルにおける 3He 共存磁力計の実現へ向け，セル制

作方法の改良，最適なダブルセル形状の検討，セルの性能評価及び

メーザー発振条件の探索を行った．本講演では，これら 3He 核スピ

ンメーザーの開発について報告する．	
 


